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一般購読費 ………………………… 一ヶ年 1万2千円

賛助購読費 …………………………… 一ヶ年 3万円

賛助会員購読費 ……………………… 一ヶ年 6万円

特別購読費 …………………………… 一ヶ年 12万円

平成21年（2009年）

4月号

わ
ず
か
15
年
で
閉
校
し
た
公
立
小

学
校
の
跡
地
を
め
ぐ
る
巨
額
の
不
正

疑
惑
が
、
東
松
山
市
に
浮
上
し
て
い

る
。東

京
都
心
か
ら
約
50
㎞
に
位
置
す

る
高
坂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。
１
９
７
６

年
（
昭
51
年
）
か
ら
開
発
が
進
め
ら

れ
、
１
９
８
４
年
（
昭
59
年
）
か
ら

実
は
、
東
松
山
市
と
大
東
文
化
学

園
の
間
の
土
地
や
り
と
り
は
、「
交

換
」な
ど
と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
両
者
の
間
に
締
結
さ
れ
た
「
交

換
契
約
書
」
の
第
３
条
に
は
、「
交

換
差
金
」に
つ
い
て
こ
う
定
め
て
い
る
。

「
第
３
条 

前
条
の

交
換
に
あ

た
っ
て
は
、
乙
（
大
東
文
化
学

園
）
が
、
交
換
物
件
の
差
額

1
,0
3
2
,9
2
0
,0
0
0

円
を
甲
（
東

松
山
市
）
に
支
払
う
」

な
ん
の
こ
と
は
な
い
、「
土
地
交

換
」
と
銘
打
っ
た
公
有
地
の
、
事
実

上
の
売
り
渡
し
な
の
だ
。
12
億
円
余

も
す
る
市
民
の
財
産
を
た
だ
売
り
渡

す
の
で
は
、
問
題
に
さ
れ
か
ね
な
い
。

分
譲
開
始
さ
れ
た
総
面
積
97
・
2
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
住
宅
団
地
に
は
、
人
口

約
５
８
０
０
人
、
２
０
０
０
世
帯

以
上
が
暮
ら
し
て
い
る
。
人
口
の
急

増
を
見
込
ん
で
１
９
９
１
年
（
平
３

年
）、
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
建
て

ら
れ
た
緑
山
小
学
校
は
、
２
０
０
６

年
（
平
18
年
）
に
閉
校
。
少
子
化
の

影
響
に
よ
り
統
廃
合
が
相
次
ぐ
公
立

小
学
校
の
な
か
で
も
、
際
だ
っ
て

短
い
歴
史
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

優
良
な
住
宅
地
に
残
さ
れ
た
の
は
、

広
々
と
し
た
公
有
地
。
こ
の
「
学
校

跡
」
を
め
ぐ
り
、
尋
常
な
ら
ざ
る
事

実
が
浮
上
し
つ
つ
あ
る
…
…
。

自
治
体
が
守
り
推
進
し
永
続
す
べ
き
市
民
福
祉
の
向
上
の
精
神
を
阻
害
す
る

坂
本
祐
之
輔
市
長
・
金
子
伸
行
教
育
委
員
長
ら
に
欠
如
す
る
道
徳
的
正
当
性 

ま
た
現
れ
た
！
続
々
浮
上
す
る
東
松
山
・
坂
本
市
政
の「
不
可
解
な
闇
」！

リ
ー
マ
ン
社
債
事
件
、高
額
配
食
弁
当
疑
惑
に
つ
づ
き
10
億
円
の
公
費
が
動
い
た「
謎
の
土
地
交
換
」（
旧
緑
山
小
学
校
と
大
東
文
化
大
学
グ
ラ
ン
ド
）

い
っ
た
い
誰
が
動
い
た
の
か
？ 

巨
額
を
投
じ
た
大
東
文
化
学
園
の
意
図
は
？「
高
額
配
食
弁
当
」に
続
き
、ま
た
し
て
も
蠢
く
坂
本
市
長
と
親
族（
金
子
氏
）の
影
！

緑
山
小
学
校
跡
地
を
め
ぐ
る
東
松
山
市
と
大
東
大
の
意
味
不
明
な
「
取
引
」

市
、「
土
地
交
換
」
を
装
い
大
東
大
に
「
差
額
10
億
円
で
売
却
」

市
民
の
意
向
を
聞
か
ず
、市
民
財
産
の
勝
手
な
売
却
処
分
！

「
緑
山
小
学
校
は
、
06
年
３
月
で
閉

校
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
所
在
地
の

高
坂
丘
陵
地
区
は
東
松
山
市
が
ま
ち

づ
く
り
地
区
計
画
で
細
か
く
宅
地
建

設
な
ど
を
規
制
し
た
優
良
開
発
区
で

す
。
住
宅
が
た
く
さ
ん
建
設
さ
れ
、

地
域
住
民
が
終
の
棲
家
を
か
ま
え
て

暮
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
長
期
に

わ
た
っ
て
住
民
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

を
考
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が

考
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
な
の

に
、「
少
子
化
に
よ
る
児
童
数
減
少
」

を
理
由
に
廃
校
し
た
緑
山
小
学
校
の

建
物
と
敷
地
を
す
ぐ
に
大
東
文
化
学

園
に
引
き
渡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
る
程
度
の
広
さ
が
あ
る
公
有
地
は
、

な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
も
の
で
す

か
ら
、
軽
々
と
民
間
に
払
い
下
げ
な

ど
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
行

政
の
常
識
。
廃
校
ま
も
な
い
学
校
用

地
の
再
利
用
に
関
し
て
さ
え
地
元
住

民
の
意
向
す
ら
聞
か
な
い
ま
ま
、
大

東
文
化
学
園
に
引
き
渡
し
た
と
い
う

の
は
、
ど
う
考
え
て
も
尋
常
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

あ
る
都
市
計
画
専
門
家
は
、
こ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

記
者
の
手
元
に
は
、
07
年
（
平

成
19
年
）
11
月
30
日
に
坂
本
祐
之
輔

市
長
が
東
松
山
市
議
会
に
提
案
し

た
「
議
案
第
92
号
」
の
写
し
が
あ
る
。

こ
の
議
案
に
は
、
何
と
も
不
思
議
な

土
地
交
換
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
議

会
議
員
た
ち
に
承
認
を
求
め
る
主
旨

で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。（
右

下
の
「
写
し
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

こ
の
議
案
は
、
議
員
た
ち
に
何
ら

問
題
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
承
認
議
決

さ
れ
た
。「
な
ぜ
小
学
校
の
優
良
な

跡
地
を
こ
ん
な
に
性
急
に
譲
り
渡
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
？
」「
大

東
文
化
学
園
保
有
の
2
億
円
の
土
地

を
ど
う
や
っ
て
12
億
円
も
す
る
小

学
校
跡
地
と
“
交
換„
す
る
の
か
？
」

「
大
東
文
化
学
園
は
、
な
ぜ
グ
ラ
ン

ド
を
手
放
し
た
上
に
巨
額
の
費
用
を

投
じ
て
ま
で
緑
山
小
学
校
跡
地
が
欲

し
か
っ
た
の
か
？
」
…
…
。
こ
ん
な
、

一
般
市
民
な
ら
誰
で
も
考
え
そ
う
な

疑
問
さ
え
、
東
松
山
市
議
会
の
議
員

た
ち
の
頭
に
は
浮
か
ば
な
か
っ
た
。

（写　　し）

財産の交換について

　地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第1項第6号の規定に基づ
き、次のとおり財産を交換することについて議決を求めます。

平成19年11月30日　提出
東松山市長　坂本祐之輔

１　相手方に譲り渡す財産
　（1）土地 東松山市旗立台3番1ほか5筆 29,594㎡
　（2）建物 旧緑山小学校　4,590㎡
　（3）財産の価格 1,227,165,000円

２　相手方から譲り受ける財産
　（1）土地 東松山市大字正代字五反田198番1ほか10筆 42,223㎡
　（2）建物 268.52㎡
　（3）財産の価格 194,245,000円

３　交換の相手方　東京都板橋区高島平一丁目9番1号
　　　　　　　　　　学校法人　大東文化学園
　　　　　　　　　　　理事長　國岡　昭夫

そ
こ
で
、
ま
っ
た
く
価
格
的
に
つ
り

あ
い
の
と
れ
な
い
河
原
近
く
の
運
動

場
を
使
っ
て
、も
っ
と
も
ら
し
い「
土

地
交
換
」
と
い
う
形
を
作
っ
た
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。「
交
換
」
な

ら
、「
公
有
地
は
失
わ
れ
な
い
」
か

の
よ
う
な
粉
飾
と
な
る
か
ら
だ
。
こ

ん
な
「
子
ど
も
だ
ま
し
」
の
手
口
に
、

市
議
会
議
員
た
ち
は
乗
せ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

し
か
し
市
議
会
議
員
た
ち
、
そ
し

て
市
民
に
は
、
こ
の
事
実
よ
り
も
さ

ら
に
強
い
疑
惑
の
ま
な
ざ
し
を
向
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。

「
誰
が
優
良
で
高
額
な
小
学
校
跡
地

の
引
渡
し
を
言
い
出
し
た
の
か
」
で

あ
る
。

国
庫
補
助
金
７
億
５
千
万
円（
年
間
）を
受
け
て
運
営
さ
れ
る
大
東
文
化
大
学

身
の
丈
に
合
わ
な
い
10
億
円
支
出
の
土
地
確
保
は
、い
っ
た
い
何
の
た
め
？

本
紙
は
、
東
松
山
市
と
大
東
文
化

学
園
の
双
方
に
、こ
の
不
可
解
な「
土

地
交
換
」
に
つ
い
て
、
そ
の
意
図
と

経
過
を
問
い
合
わ
せ
た
。
双
方
と
も
、

な
ぜ
か
口
が
重
か
っ
た
。

経
過
か
ら
見
れ
ば
、
ま
ず
06
年
３

月
に
緑
山
小
学
校
が
閉
校
。
と
こ
ろ

が
市
役
所
の
説
明
に
よ
る
と
、
な
ぜ

か
そ
の
直
後
の
同
年
４
月
か
ら
、
大

東
文
化
大
学
が
「
管
理
費
の
実
費
負

担
の
み
」、
つ
ま
り
事
実
上
無
償
で
、

同
校
跡
地
と
建
物
の
使
用
を
開
始
す

る
の
で
あ
る
。
名
目
は
、「
ク
ラ
ブ

同
好
会
活
動
の
た
め
」。

話
は
こ
こ
か
ら
急
展
開
す
る
。
翌

07
年
４
月
か
ら
大
東
文
化
学
園
側
と

「
土
地
交
換
」に
つ
い
て
協
議
。
話
が
ま

と
ま
り
、同
年
11
月
に
は
市
議
会
へ「
土

地
交
換
承
認
議
決
」を
求
め
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
間
、
学
校
跡
地
に
関
す
る

地
元
住
民
の
意
向
調
査
が
行
政
側
か

ら
行
わ
れ
た
形
跡
は
ま
っ
た
く
な
い
。

こ
の
場
合
、
ま
ず
問
題
と
す
べ
き

は
、
10
億
円
も
の
巨
費
を
投
じ
て
事 緑山小学校跡地
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実
上
、
緑
山
小
学
校
建
物
と
敷
地
を

買
い
取
っ
た
大
東
文
化
学
園
側
の
事

情
と
動
機
で
あ
る
。
本
紙
は
現
地
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、
大
東
文
化
学

園
に
問
い
合
わ
せ
た
。

ま
ず
、
緑
山
小
学
校
跡
地
を
訪
れ

て
み
た
。
小
学
校
の
建
物
と
グ
ラ
ン

ド
は
、
閉
校
以
前
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の

良
好
な
状
態
で
維
持
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
校
門
部
分
に
は
、
以

前
の
「
東
松
山
市
立
緑
山
小
学
校
」

の
看
板
の
代
わ
り
に
「
大
東
文
化
大

と
な
る
の
は
明
白
で
は
な
い
の
か
？

総
務
課

：

（
無
回
答
）

記
者

：

な
ぜ
、
大
東
文
化
学
園
に

渡
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
地

域
に
と
っ
て
有
益
な
公
共
施
設
、
た

と
え
ば
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
か

介
護
ケ
ア
付
き
高
齢
者
住
宅
と
か
、

病
院
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
？

総
務
課

：

い
や
、
あ
そ
こ
は
学
校

以
外
の
目
的
の
建
物
が
建
て
ら
れ
な

い
は
ず
で
…
…
。

記
者

：
大
東
文
化
学
園
に
引
き
渡

す
以
外
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
何
も

検
討
し
な
か
っ
た
の
か
？

総
務
課

：

い
や
、
１
年
間
有
効
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

こ
の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
な
総
務
課
の

回
答
は
、
そ
の
後
、
同
市
都
市
計
画

課
が
提
示
し
た
資
料
に
よ
っ
て
、
虚

偽
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

旧
緑
山
小
学
校
周
辺
は
、
前
述
し
た

「
高
坂
丘
陵
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
地

区
計
画
」
に
よ
っ
て
、
細
か
く
土
地

用
途
や
建
築
の
規
制
が
さ
れ
て
優
良

な
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
が
、
緑
山
小
学
校
敷
地
が
含
ま

れ
て
い
る
同
地
区
計
画
区
分
（
Ｂ
地

区
）
の
用
途
に
つ
い
て
は
、「
学
校

施
設
の
み
」
な
ど
と
定
め
ら
れ
て
い

な
い
。「
公
共
公
益
の
用
に
供
す
る

建
築
物
」
と
あ
る
だ
け
だ
。

し
か
し
現
実
に
は
、
緑
山
小
学
校

の
大
東
大
へ
の
引
き
渡
し
は
、
住
民

説
明
す
ら
な
い
ま
ま
、
先
に
の
べ
た

「
土
地
交
換
」
と
い
う
形
の
売
却
で

あ
っ
さ
り
と
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て　

本
紙
に
は
こ
ん

な
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
坂
本
市
長
が
大
東
文
化
大
学
関
係

者
と
親
し
く
、
そ
の
ル
ー
ト
で
さ
っ

さ
と
緑
山
小
学
校
の
引
渡
し
が
決
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に

は
、
市
の
教
育
行
政
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ら
れ
る
市
長
の
親
族
も
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
」（
行
政
関
係
者
）

こ
の
情
報
に
基
づ
き
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
驚
い
た
。
本
紙
が
取
り
上
げ

た
「
高
額
な
配
食
弁
当
疑
惑
」
の
中

心
人
物
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
た
人
物

＝
東
松
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会

長
で
社
会
福
祉
法
人
・
松
仁
会
理
事

長
の
金
子
伸
行
氏
が
、
な
ん
と
東
松

山
市
教
育
委
員
会
委
員
長
を
も
務
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
呆
れ
る
の
は
、

埼
玉
県
陸
上
競
技
連
盟
会
長
を
務
め

る
坂
本
市
長
と
か
ね
て
か
ら
昵
懇
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
元
大
東
文
化

大
学
陸
上
競
技
監
督
の
Ａ
氏
が
、
東

松
山
市
教
育
委
員
に
な
っ
て
い
る
こ

と
だ
。
市
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て

い
る
市
立
学
校
施
設
の
処
分
に
つ
い

て
、
影
響
力
を
発
揮
し
や
す
い
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

も
、
坂
本
市
長
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
影
が

あ
っ
た
の
だ
。

学
」
の
金
属
製
看
板
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
生
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
建
物
を
警
備
す
る
職

員
以
外
の
誰
も
見
当
た
ら
ず
、
大
き

な
グ
ラ
ン
ド
と
建
物
は
静
ま
り
返
っ

て
い
る
。

「
緑
山
小
学
校
跡
地
の
活
用
は
今
後
の
検
討
課
題
」（
大
東
大
）

な
ら
ば
、大
東
文
化
学
園
は
な
ぜ
、不
要
不
急
の
学
校
跡
地
を

無
目
的
で
購
入
し
た
と
い
う
の
か
？

記
者
は
、
出
て
き
た
管
理
職
員
に

「
こ
こ
は
何
に
使
っ
て
お
り
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
？
」
と
の
質
問
を
ぶ

つ
け
て
み
た
。
答
え
は
こ
う
だ
。

「
以
前
は
少
し
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
に

使
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
今
は
ま
っ

た
く
使
っ
て
い
な
い
。
今
後
ど
う
使

う
か
、
あ
る
い
は
何
か
に
改
築
す
る

よ
う
な
予
定
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
」

文
部
科
学
省
私
学
助
成
課
に
よ
る

と
、
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
の
本

流
で
あ
る
大
東
文
化
大
学
が
国
庫
か

ら
受
け
て
い
る
補
助
金
は
、
昨
年

度
で
約
７
億
５
千
万
円
。
こ
の
額

は
、「
当
該
大
学
の
教
職
員
人
件
費

そ
の
他
の
運
営
費
の
お
お
む
ね
半
分

に
あ
た
る
も
の
」（
文
部
科
学
省
私

学
助
成
課
）
だ
が
、
こ
れ
を
上
回
る

巨
額
を
ポ
ン
と
出
し
て
買
っ
た
の
に
、

ま
っ
た
く
の
「
不
要
不
急
」
ぶ
り
な

の
で
あ
る
。

不
思
議
に
思
っ
た
記
者
は
、
東
京

都
板
橋
区
に
あ
る
大
東
文
化
学
園
本

部
の
広
報
課
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
な
ぜ
か
た
ら
い
回
し
さ
れ
、
結

局
、
大
東
文
化
大
学
の
東
松
山
市
在

施
設
の
管
理
部
門
が
次
の
よ
う
な
回

答
を
し
て
き
た
。

「
東
松
山
市
か
ら
譲
り
受
け
た
緑
山

小
学
校
建
物
と
敷
地
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
」

驚
き
の
事
実
で
あ
る
。
毎
年
、

8
億
円
近
く
の
血
税
に
よ
る
補
助
金

を
受
け
取
っ
て
い
る
学
校
法
人
が
、

不
要
不
急
の
物
件
、
ま
っ
た
く
活
用

予
定
の
な
い
土
地
建
物
の
購
入
に
年

間
補
助
金
額
を
上
回
る
10
億
円
も
の

支
出
を
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
も
、

「
無
償
使
用
」
と
い
う
「
ツ
バ
つ
け
」

を
当
該
小
学
校
の
廃
校
直
後
か
ら
行

い
、
不
透
明
な
意
思
決
定
の
も
と
で

…
…
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
先
の
疑
問
が

強
烈
に
浮
か
び
上
が
る
。

「
い
っ
た
い
誰
が
、
優
良
で
高
額
な

小
学
校
跡
地
の
引
渡
し
を
言
い
出
し

た
の
か
？
」

ま
た
し
て
も
坂
本
市
長
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
影
！

教
育
委
員
長
は
あ
の
疑
惑
の
人
物
＝
金
子
伸
行
氏
！

市
役
所
総
務
課
の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
な
虚
偽
説
明
に
浮
か
び
上
が
る

坂
本
市
長
と
お
友
達
関
係
に
あ
る
教
育
委
員
の
存
在

同
時
並
行
で
進
め
た
東
松
山
市

役
所
総
務
課
に
対
す
る
取
材
で
は
、

ま
っ
た
く
あ
い
ま
い
な
答
え
し
か

返
っ
て
こ
な
い
。
記
者
と
総
務
課
の

や
り
と
り
は
、
こ
ん
な
も
の
だ
。

記
者

：

い
っ
た
い
い
つ
か
ら
、
旧
緑
山

小
学
校
の
売
り
渡
し
を
考
え
た
の
か
？

総
務
課

：

２
０
０
６
年
3
月
の
閉

校
後
だ
。
そ
れ
ま
で
は
、
住
民
の
閉

校
反
対
な
ど
の
動
向
も
あ
り
、
閉
校

後
の
処
分
な
ど
検
討
で
き
な
い
。

記
者

：

な
ぜ
、
処
分
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
。
公
有
地
は
長
期
的

視
野
に
立
っ
て
、
将
来
の
都
市
計
画

の
た
め
に
も
確
保
し
て
お
く
の
が
常

識
で
は
な
い
の
か
。
優
良
宅
地
の
開

発
が
進
ん
だ
地
区
で
も
あ
り
、
将
来
、

同
様
の
土
地
を
確
保
す
る
の
が
困
難

リ
ー
マ
ン
事
件
の
責
任
転
嫁
、福
祉
を
食
い
物
に
す
る

高
額
配
食
弁
当
疑
惑
に
加
え
、勝
手
な
市
民
財
産
の
処
分
！

坂
本
市
長
・
金
子
教
育
委
員
長
ら
の
、目
に
余
る
道
徳
性
の
欠
如
！

解
明
す
べ
き
坂
本
市
長
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
大
東
文
化
学
園
の
「
癒
着
の
構
図
」

今
回
発
覚
し
た
不
自
然
き
わ
ま
り

な
い
「
土
地
交
換
」
で
最
大
の
問
題

は
、
10
億
円
も
の
巨
額
な
費
用
が
不

要
不
急
の
取
引
で
動
い
た
こ
と
で
あ

る
。
私
立
学
校
と
は
い
え
、
運
営
費

の
半
分
を
毎
年
国
費
か
ら
補
助
さ
れ

て
い
る
大
東
文
化
大
学
の
資
産
と
は
、

国
民
の
税
金
＝
公
費
が
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地

は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
透
明
な
経

営
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ら
、
納

税
者
は
同
大
学
に
毎
年
8
億
円
近
く

も
の
税
金
を
引
き
渡
す
こ
と
に
つ
い

て
、
納
得
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

文
部
科
学
省
私
学
助
成
課
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
財
務
調
査
係
に
於
い
て
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
国
庫
助
成
を
受
け
て

い
る
私
学
の
経
営
に
不
正
常
の
実
態

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
助
成
が
ふ

さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
で
き
る
と
き

は
、
減
額
処
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
25
％
、
50
％
、
75
％
と

段
階
を
分
け
て
、
減
額
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
」

毎
年
、
8
億
円
近
く
の
補
助
金
を

受
け
取
る
大
東
文
化
学
園
が
10
億
円

も
の
巨
費
を
不
要
不
急
の
土
地
取
引

に
投
じ
る
不
可
解
さ
。
異
常
な
経
営

ぶ
り
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
重
大
な
事
態
を
招
来
し
か
ね
な

い
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
坂
本
市
長
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
そ
れ
に
同
調
し
て
、
市
民
の
知

ら
ぬ
間
に
優
良
な
公
有
地
を
処
分

し
て
現
金
化
し
て
し
ま
っ
た
市
役
所

の
罪
も
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
な
い
。

い
っ
た
い
、
こ
の
不
正
常
な
土
地
取

引
の
ウ
ラ
で
、
ど
の
よ
う
な
意
思
が

は
た
ら
い
た
の
か
？

「
市
長
は
、
将
来
、
大
東
文
化
大
学

へ
の
天
下
り
を
狙
っ
て
い
る
の
で

は
？
」「
坂
本
市
長
と
大
東
文
化
学

園
と
の
間
で
、
何
か
密
約
が
あ
る
に

違
い
な
い
」
…
…
。
こ
ん
な
噂
が
さ

さ
や
か
れ
て
い
る
の
も
無
理
は
な
い
。

1
億
円
焦
げ
付
き
の
責
任
転
嫁

や
職
員
恫
喝
、
あ
げ
く
の
果
て
に
は

全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
は
ず
の

竹
森
元
特
別
理
事
を
「
ト
カ
ゲ
の
尻

尾
切
り
」
し
、「
人
件
費
削
減
」
ば

か
り
を
振
り
回
す
エ
セ
行
政
改
革
、

と
思
え
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
福
祉
を
食

い
物
に
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
「
高
額
配
食
弁
当
」
問
題

…
…
。
自
治
体
が
守
り
推
進
し
永
続

す
べ
き
市
民
福
祉
の
向
上
の
精
神
を

阻
害
す
る
坂
本
祐
之
輔
市
長
・
金
子

伸
行
教
育
委
員
長
ら
の
、
道
徳
的
正

当
性
の
欠
如
は
目
に
余
る
も
の
が
あ

る
。さ

ら
な
る
疑
惑
で
東
松
山
市
政

を
揺
る
が
す
坂
本
祐
之
輔
市
長
に

「
レ
ッ
ド
・
カ
ー
ド
」
を
突
き
つ
け

よ
う
と
す
る
市
民
が
増
え
て
い
く
の

は
、
ま
さ
に
当
然
と
い
え
よ
う
。

本
紙
は
、
有
名
私
学
を
も
巻
き
込

ん
だ
東
松
山
市
・
坂
本
市
長
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
影
が
ち
ら
つ
く
疑
惑
の
土
地

取
引
問
題
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
調

査
を
進
め
る
所
存
だ
。
■




